








研究目的 

出生後 1～3ケ月頃よりみられるいわゆる“寝ぐせ”と姿勢性斜頭および側彎症の発生とは

密接な関係があることは諸家の意見の一致するところである。この“寝ぐせ”による斜頭

と側彎症が低出生体重児に多いことは昨年の報告で述べた。今回我々はこの斜頭が乳幼児

期の発達における左右差の問題とどのような関係にあるかを検討した。また,この斜頭の発

生予防に効果があると思われている腹臥位保育を行ない斜頭および側彎症の発生を調べた

ので報告する。 


